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助成金交付規程 

 

 

（目的） 

第１条 この規程は、一般社団法人カーボンリサイクルファンド（以下「当法人」と

いう。）が行う研究助成活動における助成金交付業務の手続き等を定めることを

目的とする。 

 

（交付の対象） 

第２条 当法人は、第３条の規定に基づき選定された研究助成対象について研

究を行う研究者等（研究代表者又は研究代表者が構成する研究者チーム。以下

同じ。）に対し、当該研究に必要な費用の一部に対して助成する。 

 

（交付の対象の選定） 

第３条 当法人は、助成金の交付を希望する研究者等に対して、研究助成対象

に係る研究内容及び必要事項を記載した交付申請書や当法人が別に指定する

書類・電子データ等を当法人が別に定める期日までに提出させるものとする。 

２ 当法人は、前項の規定に基づく交付申請書を受理したときは、その内容につ

いて、別に定める採択審査委員会において審議し、審査を行うものとする。 

３ 前項の審査の結果、採択審査委員会が助成金を交付すべきものと認めたとき

は、当法人は、様式３号の研究助成金交付決定通知書（以下、「交付決定通知

書」という。）により、その旨及び助成金の上限額を研究者等に通知するものとす

る。 

４ 当法人は、助成金の交付を決定する場合において、必要な条件を定めること

ができるものとする。また、当法人は、前項の場合において、助成金の交付を適

正に行うために必要があるときは、助成金の交付の申請に係る事項につき修正

を加えて助成金の交付を決定することができるものとする。 

５ 当法人は、採択審査委員会が助成金の交付の対象として適当でないと認め

るときは、その旨を研究者等に通知するものとする。 

 

（選定の基準） 

第４条 当法人は、助成金の交付の対象を選定するに当たっては、次に掲げる事

項を基準として行うものとする。 

一 研究内容を的確に遂行するに足る研究能力を有すること。 

二 研究内容に係る経理その他の事務について適格な処理能力を有すること。 
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三 当該研究者等が遂行する研究内容が、カーボンリサイクル業界から取り組む

ことが期待される研究を行うものであること。 

四 当該研究者等が遂行する研究内容が、独創的、革新的または優位性がある

ものであること。 

五 当該研究者等が遂行する研究内容が、具体的計画を有し、実現性が高く、実

施可能な計画であること。 

六 当該研究者等が遂行する研究内容が、産業に応用される実現性が高いこ

と。 

 

（助成対象費用等） 

第５条 助成対象費用は、研究に必要な費用のうち、別記に掲げる直接経費の

範囲とする。 

 

（請書の提出） 

第６条 研究者等は交付決定通知書を受け取った後、様式４号の研究助成交付

請書を当法人に提出することとする。 

 

(研究実績の確認) 

第７条 当法人は、当該研究の完了日までに、研究者等から様式５号の実績報

告書を提出させ、その内容の審査を行い、様式６号の実績確認通知書により、実

績を確認した旨を研究者等に通知するものとする。 

 

（助成金の支払） 

第８条 当法人は、第６条の研究助成交付請書を当法人が確認した後、研究代

表者の所属機関指定の口座に助成金を振り込むこととする。 

２ 前項の規定にかかわらず、当法人は、助成金の支払方法及び支払時期につ

いて、交付決定時に申請者と協議することができる。 

 

（成果報告書の提出） 

第９条 当法人は、当該研究が完了したときは、完了した日から３０日以内に、研

究者等から様式 7 号の成果報告書を提出させるものとする。また、当法人の指示

に従い、当法人が開催する成果報告会でその内容を発表させるものとする。 

２ 当該研究の実施期間が１年を超える場合は、当法人は当該研究の開始から

１年を経過した時点において中間報告書（様式不問）を提出させるものとする。 
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（不測の事態） 

第１０条 研究者等は、不測の事態により当該研究の遂行が困難となった場合又

は当該研究を予定の期間内に完了することができないと見込まれる場合におい

ては、速やかに当法人に報告し、その指示を受けるものとする。 

２ 研究代表者による当該研究の遂行が不可能となった場合、原則として当該研

究を中断し、当法人へ助成金の未使用分を返還することとする。 

３ 前項にかかわらず、第１項の報告に基づいて当法人が研究代表者の交代を

認めた場合は、様式８号の研究代表者異動に係る申請書を提出することとする。 

４ 第１項の報告に基づいて当法人が研究期間の延長を認めた場合は、様式９

号の研究期間延長に係る申請書を提出することとする。 

 

（成果の普及） 

第１１条 当法人は、研究者とともに、研究成果の普及等に努めるものとする。 

２ 前項によるほか、研究者等は、研究成果を学会又は学術雑誌等で発表する

場合には、研究助成活動による成果である旨明記するものとする。 

 

附則 

この規程は、令和 2 年 4 月 27 日から施行する。 

 一部改正    令和 3 年 4 月 26 日 

 一部改正    令和 4 年 4 月 26 日 

 一部改正    令和 6 年 4 月 22 日 

 



 
 

（別記） 
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直接経費細目例 
 

費目 細 目 例 

１
．
設
備
備
品
代 

 土木・建築工事費 

 機械装置等製作・購入費 

 設置・保守・改造修理費 

 その他設備備品に係る経費 

２
．
そ
の
他
経
費 

 直接人件費 

 消耗品費 

 旅費 

 外注費 

 その他諸経費 

 
 

 

 

 

 



 
 

（様式 1 号） 
 

 

 

 

一般社団法人カーボンリサイクルファンド 

20**年度研究助成金交付申請書表紙 

 

 

 

研究課題名： 

 

研究代表者所属機関名： 

 

研究代表者名： 

 

 

 



 
 

（様式 2 号） 
 

 

 20**年  月  日 

 

一般社団法人カーボンリサイクルファンド 

会長         殿 

 

住    所   

所属機関名   

所属機関長       （印） 

 

 

20**年度研究助成交付申請書 

（20**年  月から 20**年  月まで） 

 

 

研究助成金の交付を受けたいので、助成金交付規程第３条第１項の規定に基づき、

下記のとおり申請します。 

 

記 

 

１．研究課題名 

 

 

２．助成金交付申請額   金         円 

内訳は、別紙４「助成研究費支出計画表」のとおり 

 

３．助成研究の開始及び終了予定年月日 

開  始年月日   20**年  月  日 

終了予定年月日   20**年  月  日 

 

４．助成研究の概要 

概要は別紙１のとおり 

 

５．研究代表者連絡先 

・所属機関名： 

・氏   名： 

・住   所： 

・Tel       ： 

・E-mail    ： 
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（様式２号 別紙２） 

 

助成研究内容は書式を変えず、５ページ以内にまとめて下さい。 
図、写真、グラフ等の使用は可とします。 

※提出の際は、朱字は削除して下さい。 

一般社団法人カーボンリサイクルファンド 助成研究内容 

Ⅰ：研究目的及び研究内容等 
①研究の背景及び目的、②研究内容を記入して下さい。 
（①について、実用化における課題を明らかにした上で、それらに対する研究課題や研究目的

を示して下さい。） 
（②について、研究内容を研究項目ごとに具体的に記載して下さい。また、その際、革新性、

独創性または従来技術に対する優位性等についても示しながら分かりやすく記載して下さい。） 
（②について、各研究項目について、助成期間終了時に予想される研究成果を記載して下さい。

必ずしも数値で示す必要はないですが、進捗度が客観的に評価できるよう具体的に記載して下

さい。） 
 
 
 
 

Ⅱ：実用化による効果等 
 
（カーボンリサイクル普及への貢献、CO2 削減効果、産業に応用される実現性が高いこと（経

済効果等）を記載して下さい。その他、波及的効果等（例：安全な生産プロセスの実現、国産

化、自給率の向上など）がありましたら、それについても記載して下さい。） 
 

Ⅲ：研究計画及び研究体制等 

① 研究期間 ②研究スケジュール ③研究組織とその役割分担などを記入して下さい。 
（②について、「Ⅰ：研究目的及び研究内容等」で示す研究項目ごとに線表で示し、実現性が高

く、実施可能な計画であることを示して下さい。） 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

Ⅳ：研究業績等 
①投稿又は投稿中の関連論文 ②出願又は出願中の関連する知的財産権 
③過去に実施した、あるいは、現在実施している、あるいは、現在応募している公的資金によ

る同一又は類似の研究開発がある場合には、その制度、研究開発テーマ及び内容を説明してく

ださい。 
 
 
 

Ⅴ：主要な研究者情報 

組織名 氏名 役職名 略歴 役割分担 
（研究者数に合

わせて適宜行を追

加して下さい。） 

  （最終学歴から簡

潔に記載して下さ

い。） 

 

     

Ⅵ：助成研究経費組織内訳 （単位：千円） 

組織名 総 額 
（内訳） 

設備備品代 その他経費 

（組織ごとに記載

して下さい。） 

（組織数に合わせ

て適宜行を追加し

て下さい。） 

   

    
 



 
 

（様式２号 別紙３） 

 

 
当該提案に使用する予定の主要な現有設備・装置等の保有状況 

 
組織ごとに作成して下さい。 

※提出の際は、朱字は削除して下さい。 

 
組織名：                 
 

設 備 名 称 内容 
（使用目的・仕様等を記入して下さい） 

  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



 
 

（様式２号 別紙４） 

 

 
 

助成研究費支出計画表 
（20**年  月から 20**年  月まで） 

組織ごとに作成して下さい。 
※提出の際は、朱字は削除して下さい。 

組織名：                 

 

（単位：千円） 

経費区分 金額 
主な積算内訳 

費目 単価・数量 小計 

１．設備備品代 0 ***** 

***** 

0・0 

0・0 

0 

0 

２．その他経費 0 ***** 

***** 

0・0 

0・0 

0 

0 

助成研究費合計 0  

 

 



 
 

（様式３号） 

 

 

２０＊＊年 月 日 

 

《研究者等所属機関名》 

《研究者所属機関長》 殿 

 

一般社団法人カーボンリサイクルファンド 

会長  

 

  年度研究助成金交付決定通知書 

 

２０＊＊年  月  日付けで申請がありました  年度研究助成金について、下記の

とおり交付することに決定したので、助成金交付規程第３条第３項の規定に基づき、

通知します。 

 

記 

 

申請者番号： 

研究課題名： 

 

１．助成金の対象となる研究及び内容 

２０＊＊年  月  日付けで受理した申請のとおりとする。 

ただし、助成研究の開始及び終了予定年月日は、次のとおりとする。 

開  始年月日   ２０＊＊年  月  日 

終了予定年月日   ２０＊＊年  月  日 

 

２．助成金は次のとおりとする。 

助成金の額    金  《助成金合計》円 

 

３．交付条件 

      

 

 

以上 



 
 

（様式４号） 

 

２０＊＊年  月  日 

 

一般社団法人カーボンリサイクルファンド 

会長       殿 

 

住    所   

所属機関名   

所属機関長       （印） 

 

 

  年度研究助成金交付請書 

（２０＊＊年  月から２０＊＊年  月まで） 

 

 

下記研究課題について、別紙の研究助成金交付条件及び助成金交付規程に従い、実

施することとするため、助成金交付規程第６条の規定に基づき、請書を提出いたしま

す。 

 

記 

 

１．研究課題名 

 

 

２．助成金交付申請額   金         円 

 

３．助成研究の開始及び終了予定年月日 

開  始年月日  ２０＊＊年  月  日 

終了予定年月日  ２０＊＊年  月  日 

 

４．助成研究費支出計画 

２０＊＊年 月 日付の交付決定通知書の助成金の額に対して、別紙のとおり提出

する。 

 

 

以上



 
 

（様式４号 別紙） 

 

 

研究助成金交付条件 

 

① 助成金の交付の決定の内容及びこれに付した条件に従い、善良な管理者の注

意をもって助成研究を行う。 

② 研究助成は「研究助成交付申請書」記載内容に基づき実施する。 

③ 助成研究の実施過程において、上記内容を変更する必要が生じた場合は、速

やかに当法人に報告し協議する。 

④ 助成研究が終了したときは、研究結果概要を記載した実績報告書を当法人に

提出する。また、30日以内に当法人に成果報告書を提出する。 

⑤ 助成研究の実施期間が1年を超える場合は、助成開始から1年を経過した時点

における中間報告書を提出する。 

⑥ 助成開始から1年経過した後に当法人が開催する成果報告会でその内容を発

表する。 

⑦ 助成研究の成果に基づき新たな研究を行う場合又は成果を事業化する場合に

は、その内容及び方法につき当法人との協議に応ずる。 

⑧ 助成研究に関して論文などを発表する場合は、当法人の助成を受けた旨明記

する。 

⑨ 「研究助成交付申請書」に記載した研究を実施しなかった場合は、助成金を

返還する。 

⑩ 真に研究に必要な資金であれば、特に使途についての制限はない。ただし、

申請者が所属する機関の間接経費に充ててはならない。 

⑪ 帳簿を備え、助成研究に係る経理を他の経理と区別し、当法人等から照会が

あった場合はこれに応ずる。 

⑫ 当法人が研究施設への訪問を希望した場合は、可能な範囲で対応すること。 

⑬ 受託した助成金及び研究に使用する費目に係る会計処理及び税務処理は、助

成金の受領者の責任において行う。 

⑭ 当法人が主催する成果報告会やセミナーなどでの講演を依頼した場合や実施

期間中の資料作成などを依頼した場合は、可能な範囲で対応すること。 

 

 

以 上



 
 

（様式５号） 

 

２０＊＊年  月  日 

 

一般社団法人カーボンリサイクルファンド 

会長       殿 

 

住    所   

所属機関名   

所属機関長       （印） 

 

 

実 績 報 告 書 

 

２０＊＊年  月  日付けをもって交付の決定の通知を受けた一般社団法人カーボ

ンリサイクルファンド  年度研究助成活動に係る助成金について、助成金交付規程第

７条第１項の規定に基づき、下記のとおり実績を報告します。 

 

記 

 

１．研究課題名 

 

 

２．助成金交付決定額       金                円 

（２０＊＊年  月から２０＊＊年  月まで） 

 

３．研究成果報告 

（別紙１）研究成果報告のとおり 

 

４．助成研究費支出実績 

（別紙２）助成研究費支出実績表のとおり 

 

以上 



 
 

（様式５号 別紙１） 

 

研 究 成 果 報 告 

 

研究課題名：                 

※提出の際は、朱字は削除して下さい。 

（当初の計画）と（成果・実績）については書式を変えず、1 ページ以内でまとめてく

ださい。（論文・特許・学会発表等）については制限ありません。 

（当初の計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（成果・実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（論文・特許・学会発表等） 

 

 

 

 



 
 

（様式５号 別紙２） 

 

 
 

助成研究費支出実績表 
（20**年  月から 20**年  月まで） 

組織ごとに作成して下さい。 
※提出の際は、朱字は削除して下さい。 

組織名：                 

 

（単位：円） 

経費区分 金額 
主な積算内訳 

費目 単価・数量 小計 

１．設備備品代 0 ***** 

***** 

0・0 

0・0 

0 

0 

２．その他経費 0 ***** 

***** 

0・0 

0・0 

0 

0 

助成研究費合計 0  

 

 

 



 
（様式６号） 

 

２０＊＊年  月  日   

 

《助成研究者所属機関名》 

《研究者所属機関長》 殿 

 

 

一般社団法人カーボンリサイクルファンド 

会長       

 

 

一般社団法人カーボンリサイクルファンド 
  ２０XX 年度研究助成活動に係る実績確認通知書 

 

２０＊＊年  月  日付けをもって交付の決定の通知を行った一般社団法人カーボ

ンリサイクルファンド  年度研究助成活動について、２０＊＊年  月  日付けで提出

された実績報告書（２０＊＊年  月から２０＊＊年  月まで）の内容を審査した結果、

助成金交付規程第７条の規定に基づき、下記のとおり、実績を確認したので、通知し

ます。 

 

記 

 

１．研究課題名 

 

 

２．助成金額     金            円 

 

 

以上 



 
（様式７号） 

 
 

 

 

一般社団法人カーボンリサイクルファンド 

２０〇〇年度研究助成活動 

《研究課題名》 

 

 

 

 

成果報告書 

 

 

 

20〇〇年〇〇月 
※研究助成終了月を記載する。 

 

研究代表者所属機関 

共同研究者所属機関 1 

・・・ 
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英文要約 
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1． 記載内容 
成果報告書への記載内容は研究背景、研究目的、助成終了時点における実用化に向けた課題や

今後の計画、論文・特許・学会発表等の成果についても記載して下さい。また、参考文献がある

場合は、適宜記載して下さい。記載方法は、脚注、文末脚注等特に限定するものはありません。 
 
2． 書式 
成果報告書は、A4 縦の横書きを基本とし、必要に応じて A4 横、A3 などをお使い下さい。ま

た、図表番号、単位等の記載方法については全体で統一させて下さい。参照しやすいようページ

番号は記載して下さい。その他、書式については特に限定するものはありません。 
 
 
 



 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本件についてのお問合せ先 

 
（内容等） 
〒   -     研究代表者所属機関住所 

研究代表者所属機関名 
研究代表者所属部署 
研究代表者名 
Tel    ： 
E-mail ： 

 

 

 

 
  

この研究は、一般社団法人カーボンリサイクルファンドからの助成で実施した成果である。 



（様式８号） 

 
 

20 年  月 日 

 

一般社団法人カーボンリサイクルファンド 

会長         殿 

 

住    所   

所属機関名   

所属機関長           （印） 

 

 

研究代表者異動に係る申請書 

 

20XX 年 8 月 1 日付けをもって交付の決定の通知を受けた一般社団法人カーボンリサイクルフ

ァンド 20XX年度研究助成活動に係る助成金について、下記理由により、研究代表者の異動を申請

いたします。 

 

記 

 

１．研究課題名 

  

 

２．旧研究代表者氏名 

  

 

３．新研究代表者氏名 

  

 

４．研究代表者異動に係る理由 

  

 

 

以上 
 

  



（様式９号） 

 
 

  20  年  月  日 

 

一般社団法人カーボンリサイクルファンド 

会長         殿 

 

住    所    

所属機関名    

 

所属機関長                （印） 

 

 

研究期間の延長に係る申請書 

 

  20  年 8月 1日付けをもって交付の決定の通知を受けた一般社団法人カーボンリサイクルフ

ァンド 20  年度研究助成活動に係る助成金について、下記理由により、研究期間の延長を申請い

たします。 

 

記 

 

１．研究課題名 

  

 

２．当初の研究開始、終了予定年月日 

  開  始年月日：（20  年 8月 1日） 

  終了予定年月日：（20  年  月  日） 

 

３．延長後の研究開始、終了予定年月日 

  開  始年月日：（20  年 8月 1日） 

  終了予定年月日：（20  年  月  日） 

 

４．期間延長に係る理由 

  

 

以 上 
 


	和文要約
	英文要約
	1． 記載内容
	2． 書式

